
カワウについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆食性 

・潜水して魚類を捕食する。 

（ウグイ、アユ等） 

・捕食量が多い。 

（推定 300～500g/日） 

 

⇒漁業被害 

 ・放流魚（特にアユ）の捕食 

 ・遊漁料収入の減少 

 ・漁具の破損 

 

 

◆生態 

・集団で行動し、特に夜間の休息場所（ねぐら）や繁殖のための営巣場所（コロニー）

では多数の個体が集まる。 

・ねぐらやコロニーは、水辺に接する場所の樹木や人工構造物に作られることが多い。 

（河川・湖沼・海岸、ダム湖、溜池、ゴルフ場、公園等） 

 

⇒植生被害・生活環境被害 

[植生被害] 

・糞付着による樹木の衰弱 

・営巣のための枝折り 

[生活環境被害] 

・糞による悪臭 

・羽の飛散 

・鳴き声騒音 

 

ペリカン目ウ科 

 

体長：80～85cm 

体重：1.5～2.5kg 

 

 

漁場に大群で飛来するカワウ 

ねぐらから飛び立つカワウと枯死木 

滋賀県の場合（H22時点） 

 

カワウ 

推定捕食量 

漁獲量 

1,700t 

1,600t 

＞ 

補足資料４ 


